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し， 「利益代表制的諮問手続J(Procedure consultative 











































































































家族団体連合（Union Nationale des A出 oci川 ions
Familiales社会保険関係同体でもある） 1 :f，，生産協同

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この憲章は，昭和 年 月 日から施行する．
〔注〕
(1）松下圭一「都市をどうとらえるか」岩波講座『現






市政策V シピノレ・ミユマム』 (1973年） 32-43頁．
(4) ちなみに，都市の社会哲学を論じたH・ノレフ忠一














































同 H.W. Laubinger, Der Verwaltungsakt mit 
Doppelwirkung (Gottinger Rechtwissenschaftli-
che Studien Bd. 65), 1967, SS. 14-5, 29. 
















制 Vgl.,W. Brohm, Rechtsschutz im Bauplanun-
gsrecht (res publica 3), 1959, SS. 95, 98ー100;
F. H. Timmermann, Der baurechtliche Nachba-
rschutz (Schriften zum i:ifffentlichen Recht Bd. 




































コγセーユ・デタの判例 C.E. 3 avril 1946, Com-
mune des Arcs-sur-Argens, R. p, 130が，都市





























化社） 202-9頁は， 「住民の権利J として環境権
・政策決定権・学習権・運営権を挙げ，浪江虞 rこの
権利を活かすために一一ー自治体と住民』 (1970年，
評論社〕も，住民生活上の権利と住民運動上の権利
（直接請求権を含む〉とをまとめている．
（回）具体的なしくみにつき，浪江・前掲書278頁以下
参照．
（ω）戦後日本の直接請求制度史につき，真砂泰輔「直
接請求制度」『行政法講座第5巻地方自治・公務
員』 (1965年，有斐閣） 37頁以下，宮元義雄『住民
のための地方自治』（1972年，第一法規） 18頁以下，
参照．
融1) 黒沼稔「都市憲章の理論と実際」地方自治職員研
修1973年2月号一一12月号，参照．
帥成田頼明「住民訴訟（納税者訴訟〉」「行政法講座
第3巻行政救済』(1965年，有斐閣）201頁以下参照．
帥荒秀「環境保全と住民訴訟」地方自治職員研修19
72年12月号74項以下，室井カ「住民訴訟の現代的意
義」法学セミナー1971年3月号80頁以下，なお，安
藤実「県営港湾と公害一一回子の浦港ヘドロ問題に
よせてJ公害研究1973年秋季号37頁以下，参照．
